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第2期SPfAD研究会設立趣旨

喘息やアトピー性皮膚炎、アレルギー性鼻炎など、アレルギー疾患は国民の二
人にひとりがり患する国民病ともいわれており、2014年に制定されたアレルギー
疾患対策基本法、また同法に基づき2017年に策定されたアレルギー疾患対
策基本指針に基づき、国、都道府県でアレルギー疾患医療の均てん化をめざ
した取り組みが行われている。しかし、基本法策定から10年が経過した現在に
おいても、各都道府県での取り組みには大きなばらつきがあり、基本法の謳うア
レルギー疾患医療の均てん化には程遠い状況にある。

本研究会は、患者、医療提供者、行政、議員、企業など様々なステークホル
ダーに参加を求め、アレルギー疾患を共通の社会課題と捉え、各都道府県にお
けるアレルギー疾患対策の現状把握、取り組みの課題や好事例の収集、患者
視点を含めた独自の検討を加え、その成果を提言として、国、都道府県へ投げ
かけるコレクティブインパクトの実践を第一の目的に、2023年より活動を開始し
た。

第1期（2023年度）においては、咳アンケートによる喘息患者の実情を明ら
かにするとともに、ロジックモデルを活用したアレルギー患者が求めるあるべき社会
像を表すロジックツリーを作成し、研究会としての提言に結び付けた。

第2期（2024年度）においては、マイナ保険証など医療DXが進展しつつある
社会環境において、患者・国民においても多様な情報を峻別し意思決定する
力（ヘルスリテラシー）の重要性が増していることから、各都道府県におけるア
レルギー疾患対策の均てん化支援とともに、アレルギー患者を取り巻く中長期の
課題に対しても患者視点から検討を行い、あるべきアレルギー医療、アレルギー
疾患対策の姿を提言して行きたい。
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第2期SPfAD研究会設立趣旨
アレルギーは2人に1人がり患する国民病ともいわれており、2014年制定のアレルギー疾患対策基本法、
2017年策定のアレルギー疾患対策基本指針に基づき、国、都道府県でアレルギー疾患対策が進めら
れている。しかし、基本法策定から10年が経過した現在においても、各都道府県での取り組みには大き
なばらつきがあり、基本法の謳うアレルギー医療の均てん化には程遠い状況にある。

本研究会は様々なステークホルダーに参加を求め、アレルギーを共通の社会課題と捉え、各都道府県
のアレルギー疾患対策の取組み課題や好事例を把握し、患者視点で検討を加え提言として国、都道
府県へ投げかけるコレクティブインパクトの実践を第一の目的に、2023年より活動を開始した。

第1期は、咳アンケートによる喘息患者の実情を明らかにするとともに、ロジックモデルを活用したアレル
ギー患者が求めるあるべき社会像を表すロジックツリーを作成し、研究会としての提言に結び付けた。

第2期では各都道府県のアレルギー疾患対策の推移を把握すると共に、アレルギーを取り巻く中長期の
課題に対しても患者視点から検討を行い、あるべきアレルギー医療、アレルギー疾患対策の姿を提言し
て行きたい。



SPfAD研究会の概要

研究会名 国民をアレルギー疾患から解放する科学と未来の研究会
                    Science and Future Study Group to Save People from Allergic Diseases
                   （略称 SPfAD：スピファッド研究会）

設立趣旨 患者視点を踏まえつつ、現行のアレルギー疾患対策、
                 また将来のアレルギー疾患対策のあるべき姿を検討し、提言する

主催 認定NPO法人日本アレルギー友の会

協賛 一般社団法人アレルギー及び呼吸器疾患患者の声を届ける会

開催期間 2024年７月～2025年3月(第2期）

開催方式 定例研究会（毎月開催）、分科会（随時）

参加対象 患者、医療者、行政、議員、
                企業などアレルギー疾患対策のステークホルダー

活動内容 アレルギー疾患対策に関する提言書、市民公開講座、シンポジウム、等

アレルギーは2人に1人がり患する国民病ともいわれており、2014年制定のアレルギー疾
患対策基本法、2017年策定のアレルギー疾患対策基本指針に基づき、国、都道府
県でアレルギー疾患対策が進められている。しかし、基本法策定から10年が経過した現
在においても、各都道府県での取り組みには大きなばらつきがあり、基本法の謳うアレル
ギー医療の均てん化には程遠い状況にある。

本研究会は様々なステークホルダーに参加を求め、アレルギーを共通の社会課題と捉え、
各都道府県のアレルギー疾患対策の取組み課題や好事例を把握し、患者視点で検
討を加え提言として国、都道府県へ投げかけるコレクティブインパクトの実践を第一の目
的に、2023年より活動を開始した。

第1期は、咳アンケートによる喘息患者の実情を明らかにするとともに、ロジックモデルを
活用したアレルギー患者が求めるあるべき社会像を表すロジックツリーを作成し、研究会
としての提言に結び付けた。

第2期では各都道府県のアレルギー疾患対策の推移を把握すると共に、アレルギーを取
り巻く中長期の課題に対しても患者視点から検討を行い、あるべきアレルギー医療、アレ
ルギー疾患対策の姿を提言して行きたい。



SPfAD研究会 アレルギー疾患対策に関する中期活動イメージ図

年度 24Q2 24Q3 24Q4 25Q1 25Q2 25Q3 25Q4 26Q1 26Q2 26Q3 26Q4 27Q1 ゴール

研究会 第2期 第3期 第4期 ゴール
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第2期取組み課題（分科会テーマ）

１．アレルギー疾患対策への提言（分科会１）

➢ 第1期研究会の成果である『都道府県アレルギー疾患対策実態調査
（2024vs2022vs2018) 』より都道府県の取り組みを把握し、「難治重症の成人アレルギー」と
「食物アレルギー」の取り組みに着目し追加調査やヒアリングにより好事例の収集を行う。

➢ 学会やシンクタンクの主催するシンポジウム等に積極的に参画し、上記好事例などの紹介を通じて
医療者や医療行政にアレルギー疾患医療の均てん化を求める患者の声を伝える。

➢ SPfAD研究会の活動がWHOのオタワ憲章を基に活動していること、患者中心の医療の実現を含
め、2025年の骨太の方針に向けた提言を発信する（アレルギー疾患医療の均てん化の加速な
ど）。

【参考】
WHOオタワ憲章：オタワ憲章 of 日本ヘルスプロモーション学会 (umin.ac.jp)

骨太の方針2024：

本文に「アレルギー対策」の記載を維持し、注釈で「アレルギー疾患（アトピー性皮膚炎等を含む。）医療の均てん化の促進等を含
む。」との文言の記載を加えることに成功。

https://plaza.umin.ac.jp/~jshp-gakkai/pg181.html


第2期取組み課題（分科会テーマ）

２．DXの進展とヘルスリテラシーの向上（分科会２）

➢ オンライン診療、デジタルヘルスツールの革新、バイタルデータ活用、AI診断など医療提供における
DXが、今後どの様に進展し進んでいくのか検討する。

➢ DXの進展により、患者・国民においても、多様な情報を峻別し、意思決定を的確に行う力（ヘルス
リテラシー）の向上が課題になることから、こうしたヘルスリテラシー向上の取り組みの在り方について
も検討を行う。

➢ 「アトピー性皮膚炎」「食物アレルギー」に着目し、震災時における、個々人の保湿管理や避難所な
どでのアレルギー食の在り方などをアンケート調査を通じて「見える化」し、行政への提言を行う。

➢ 「健康日本21とアレルギー対策（食育における食物アレルギー管理：アレルギー表示と安全・安心
対策の現状と課題）」についても、上記アンケートに加え、行政への提言に結び付ける。



第2期取組み課題（分科会テーマ）

３．あるべきアレルギー疾患対策の姿（分科会３）

➢ コロナ禍で露呈した医療にかかわる諸問題、中長期の視点で検討すべき医療、社会保障の諸問題
について、 患者視点で検討し、あるべきアレルギー医療、アレルギー疾患対策の姿を提言する。

➢ 上記目的を踏まえて、第1期で作成したロジックツリー（医療行政用）について、COPD対策も入
れ見直しを行うとともに、患者・国民啓発活動用ロジックツリーを作成する。

➢ 下記の項目を目的としたSPfAD研究会の広報活動を企画展開する。

• 研究会の活動がWHOのオタワ憲章を基に活動していること

• ロジックツリーに示されるアレルギー患者の求める社会像（あるべき社会の姿）を提示すること

• 上記を前提として、分科会１、分科会２の活動を効果的に伝えること



第2期研究会の運営予定表

研究課題 7月 8月 ９月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 終了後

研究会 本会議
（毎月第2木曜日）

準備期間

●
8/8
第2期

Kick-Off

●
定例会

●
定例会

●
定例会

●
12/2

シンポジウ
参加

●
定例会

●
定例会

●
3/10
報告会

●
提言書
発信

分科会１）
アレルギー疾患対策へ
の提言活動

分科会２）
DXの進展と医療提供、
HLの在り方を考える
（HL:ﾍﾙｽﾘﾃﾗｼｰ）

分科会３）
患者視点でアレルギー
対策の未来を考える

分析検討 好事例の収集・分析

ロジックツリーについて
COPD対策入れ見直し

「見える化」と好事例の普及

好事例の普及

災害時アレルギー対応ア
ンケート調査

患者・国民啓発活動用ロ
ジックツリー作成

９/12 10/10 11/14 1/9 2/13

SPfAD研究会の広報活動



47都道府県における
アレルギー疾患対策の進捗状況報告

各都道府県の医療計画における
アレルギー疾患対策の記載比較

（2024年／2022年／2018年）

第1期活動成果①



各都道府県におけるアレルギー疾患対策の推移
（ 2024年時点での同一の評価項目による評価）

評価
点

2024年 県
数

2022年 県
数

2018年 県数

５ 岐阜 １
4.5 石川、京都 ２ 兵庫、岐阜 2 岐阜 1
4 北海道、埼玉、千葉、東京、神奈川、

新潟、滋賀、大阪、熊本、大分
10 埼玉、大阪、岡山、東京、福井、茨城 6 北海道、静岡、滋賀、大阪 4

3.5 福島、茨城、群馬、静岡、奈良、福岡 6 北海道、千葉、岩手、新潟、栃木、滋
賀、熊本、群馬、長崎、長野、静岡

11 茨城、東京、長崎、大分、熊
本

5

3 山梨、長野、愛知、兵庫、山口 5 神奈川 1 長野 1
2.5 岩手、秋田、富山、鳥取、広島、徳島、

長崎
7 広島、愛知、福島、鳥取 4 千葉、広島、 2

2 青森、山形、栃木、福井、三重、和歌
山、岡山、香川、愛媛、佐賀、宮崎

11 三重、京都、宮崎、山口、山形、山梨、
徳島、愛媛、石川、秋田、青森、香川

12 岩手、福島、神奈川、愛媛、
宮崎

5

1.5 0 大分、奈良、福岡 3 山形、山梨、三重、京都、奈
良、岡山、徳島

7

1 島根、高知、鹿児島 3 佐賀、和歌山、宮城、富山、島根、高
知、鹿児島

7 青森、秋田、栃木、愛知、鳥
取、島根、香川、佐賀、鹿児
島

9

0.5 宮城、沖縄 2 0 兵庫、山口、福岡 3
0 0 沖縄 1 宮城、群馬、埼玉、新潟、和

歌山、高知、沖縄、（富山）、
（石川）、（福井）

10

合計 都道府県平均点2.84点 47 都道府県平均点2.55点 47 都道府県平均点1.64点 47

協議会、拠点病院設置完了で過半数の都道府県は3点台に伸長、4点以上も13県に増加

平均上昇点 0.91点平均上昇点 0.29点



医療計画の評価項目

3-3. ｱﾚﾙｹﾞﾝ対策の推進 疾患対策の基本

4-1. 情報提供体制整備 患者目線での情報

4-2. 相談体制の整備 患者サポートの充実

5-1. 患者目線の有無 自己管理や経済支援

5-2. 社会課題としての認識 地域全体で取り組むという課題意識

項目 ポイント

1. 数値目標 定量評価の基本

2-1. 拠点病院の設置 地域連携の基本

2-2. 連絡協議会の設置 計画の推進役

2-3. 患者委員の有無 患者目線の取込み

3-1. 関係者の教育 共通言語の醸成

3-2. ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝの普及 標準治療の浸透



1．数値目標
（追加）ロジックモデル活用
（追加）PDCA管理
（追加）疾患対策ビジョン

疾患対策の実効性を目標管理の視点から評価する。
数値目標の設定、ロジックモデルの活用（2024年追加）、PDCA管理（2024年追加）、疾患対策ビジョン
（2024年追加）のうち、どちらか一つで○

2-1. 拠点病院の設置
2-2. 連絡協議会の設置
2-3. 患者委員の有無

疾患対策の基本骨格の実施状況を評価する。
拠点病院、連絡協議会、患者委員の設置のうち、どれか一つで△、2つ揃えば○

3-1. 関係者の教育
3-2. ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝの普及
3-3. ｱﾚﾙｹﾞﾝ対策の推進
（追加）病診連携の強化

アレルギー疾患対策関係者における対策施策の広がりを評価する。
関係者の教育（研修会の実施など）、ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ普及（食物アレルギーGL、喘息GLなど）、病診連携の強
化（20214年追加）、ｱﾚﾙｹﾞﾝ対策（食品表示の指導など）のうち、どれか一つで△、2つ以上揃えば○

4-1. 情報提供体制整備
4-2. 相談体制の整備

アレルギー患者やその家族、一般市民への対策施策を評価する。
情報提供（HP、疾患啓発講習会など）、相談体制整備（相談員教育、相談センター設置など）において、
どれか一つで△、2つ以上揃えば○

5-1. 患者目線の有無
5-2. 社会課題としての認識
（追加）災害時対策
（追加）難治患者へ配慮

上記以外を含めた総合的な取り組み度合いや課題認識を評価する。
患者目線（患者・家族の立場を考慮した施策や自己管理やヘルスリテラシーを踏まえた施策）があるか、
社会課題としての認識があるか（アレルギーがあっても自分らしく生きたいという患者ための支援が感じ
られるか）、災害時のアレルギー対策や難治重症患者へ配慮した施策があるか（2024年追加）のうち、ど
れか一つで△、2つ以上揃えば○

（参考）評価項目ごとの採点基準



咳アンケート集計報告

第1期活動成果②

アレルギー及び呼吸器疾患患者の声を届ける会参加の４団
体による「せき」に関するアンケート調査

アンケート実施期間 ２０２３年１０月１６日～２０２
４年１２月３０日
告知方法  各患者会に沿った告知方法をとっていただいた

 ・会員へ会報と共に郵送 エパレク・相
模原

  ・メール会員等へウェブ配信
 ・各患者会 HPへ掲載











患者から見たアレルギー疾患対策のあるべ
き姿

（ロジックツリー）第2版

第1期活動成果③

2017年にアレルギー及び呼吸
器疾患患者の声を届ける会が
作成した「あるべき姿（ロジック
ツリー）」を、コロナ禍を機に起
こった社会変化を踏まえて6年
ぶり改訂した。



患者から見たアレルギー疾患対策のあるべき姿（ロジックモデル）

個別指標 中間アウトカム 分野アウトカム 最終アウトカム

指標 指標 あるべき姿
・セカンドオピニオンの利用率 治療・研究分野　　　あるべき姿
・標準治療の全国普及率

・エビデンスのある治療の普及率
・正しい疾患サイトでの質問の増加

・医師との対話に関する患者満足度 アレルギー疾患死亡者ゼロ
・医師と患者の対話時間 アレルギー患者の治療満足度

・デジタル化により増えた情報・選択肢の数 ＜言葉の定義＞
・施設間共有できる医療データを活用している施設数

オンライン診療
・患者から情報アクセス可能な治験数 オンラインによる診断・治療行為
・情報確認（いなかもち）の浸透度

医療疾病情報のデジタル化
・情報の管理許諾を正しく患者が管理できるシステムを アプリなどを通じた患者自身の医療情報の
・適切な情報管理を対外的に説明できる施設の数 可視化

医療情報のデジタル化による診療・投薬情報
・内科的療法の数 などの可視化、理解共有されること
・外科的治療の数

・抗体医薬の地域別、所得別普及度 抗体医薬の普及度
・抗体医薬に対する補助金を出す自治体数 必要とする患者さんが安価に使える仕組みが

・免疫学的アプローチによる研究論文数
・腸内フローラに関する研究論文数

・地域アレルギー協議会の開催状況 地域保険医療分野
・地域連絡パス構築・患者紹介率

・アレルギー連絡協議会の有無・患者参画率 ・治療において職域間連携が取られている あるべき姿
・地域での患者ネットワークの稼働率 ・地域全体でアレルギー患者がケアされている

・地域でアレルギー疾患が正しい診断率
・診療科を跨いで治療計画が共有

・緊急受診の受入れ態勢が整備
・在宅医療でのアレルギー治療の実施率

・教育委員会での研修実施率
・学校生活指導管理表（アレルギー疾患用）の活用度

・乳幼児検診時のアレルギー検査実施率
・アレルギーに関する保険指導の実施度

遠隔地の患者が得られる医療機会の量
患者情報のデジタル化により疾病を複合的に対応でき

オンライン診療により受診する離島・遠隔地患者の数
デジタルで構築された医療ネットワークの数

・食品表示や外食アレルギー表示の実施
・地域で花粉の飛散状況が判る仕組み

・支援制度の有無・活用度
・アレルギー疾患対策医療保険の有無

・情報を見分けるスキルを身につけている 患者支援分野
・治療選択における患者満足度

・患者の自己効力感が強い
・セルフマネジメントスキルの普及率

・患者会の交流会活動への参加者数 ・各地のアレルギー相談会参加者の満足度 患者・家族の機会損失ゼロ
・保健所等でのアレルギー相談担当者数 ・デジタル化に対する患者の不安度の解消度 患者のＱＯＬ満足度
・専門機関への紹介件数
・症状が出てから情報を得るまでの時間数
・データ管理できるアプリの数量

・各地のアレルギー情報サイトの充実度
・アレルギーのSMSネットワークの充実度

・各地での就学・就労支援体制の有無
・就労就労関係者の関係つくりが進展度

・学校等でのアレルギー疾患教育組込度 社会啓発分野
・地域・企業等での疾患啓発の進展度

・「ヘルスリテラシー」という言葉の認知度
・アレルギーの学校教・疾患啓発への組込

・メディア向け啓発セミナーの実施回数
・「アレルギー＝社会課題」啓発イベント数

・国のアレルギーのポータルサイトの有無
・国のアレルギーポータルサイト患者関与

・アレルギー研究・人材育成・教育組織数 ・国によるアレルギーの研究・人材育成・教育
・アレルギー研究、育成、教育の表彰数 ・患者代表が加わっているアレルギー疾患対策 2024年2月20日版

居住地においてオンライン診療を実施している
医療機関の数

　医療DXアンケートをもとに加えた部分

・世界的に認められているも日本では受けられ
ない治療数

世界で認められている先進的な治療法が
日本においても享受できている

・教育関係者への教育が充実してる
教育関係者がアレルギーケアを重視して
いる

診療科間で治療データを共有しながら治
療、投薬や患者の体質などの確認ができ

診療科間の医療データの共有度
医療データ共有に対する医師の肯定感

オンライン診療が身近にアクセスできる安
心感のある医療になっている

受診行動における患者の安心度

効果と安全性が確認できた抗体医薬をよ
り多くの患者さんが使えるようになってい

・アレルギーを重症化させる人が減る
・均てん化（全国津々浦々で最善な治療
が受けられる状況にする事）に関する患
者満足度

・標準治療の好奏率 標準治療により症状が改善している

医療のイノベーションを享受しつつ、エビ
デンスに基づく適切な治療を選択し、症
状を改善している

・根拠の不確かな治療を謳う病院数 エビデンスのない治療が淘汰されている

・拠点病院と病院・診療所の連携の中で患者が
適切な治療にたどり着く割合

地域に即した拠点病院と病院・診療所連
携の仕組みが構築・活用されている

アレルギー疾患の予防・早期治療を含
めた医療提供体制が整備され、治療と
情報が均てん化されている

在宅を含めた地域包括ケアの中でアレル
ギー治療が認知され尊重されている

・アレルギー治療に対する満足度 患者と医師が治療方針を議論している

・治療選択肢を充分比較したうえでの意思決定
率

患者が情報を充分に得たうえで治療に関
する意思決定をしている

・根治に繋がる研究論文が出始めている 完全寛解への治療法が研究されている

アレルギー患者が充
実した幸福で尊厳の
ある生き方ができる
社会になっている

・乳幼児のアレルギー発症が減少している
乳幼児のアレルギーケアが重視されてい
る

・アレルゲンコントロールが全国で行われてる
適切なアレルゲンコントロールによりアレ
ルギー発症者が低下している

・公的・民間の費用支援制度がある
支援制度の活用により経済的負担が軽
減している

デジタル医療が一般的医療を支える一部
の位置づけになっている

デジタル医療をメリットと感じる患者数
（地域別、年代別）

オンライン診療が地域医療の重要な手段
として定着している

・アレルギー患者のヘルスリテラシー活用率 正しい方法を選択し意思決定している

アレルギー患者（家族）が、症状を重症
化（状況を悪化）させずに、自分らしく主
体的に生きている

・アレルギー患者のセルフマネジメント技術活
用率

患者が自己管理できている

患者・家族の負担感が低減している

・情報サイトを活用した患者家族の満足度 患者・家族が快適に生活できている

・就学・就労したアレルギー患者の満足度 アレルギーの負担なく就労・就学している

人々がアレルギー疾患を克服すべき社
会課題として捉え、課題解決に取り組ん
でいる

・主体的な意識で医療を考えている国民の割合
社会全体でヘルスリテラシーの活用が進
んでいる

・アレルギー疾患の正しい知識が普及している アレルギー対策の必要性を理解している

・「アレルギー疾患＝社会課題」の認知度
「アレルギー疾患＝社会課題」という理解
が社会に浸透している

アレルギー疾患対策を喫緊の社会課題
と考える人の数

・アレルギー疾患サイト利用者の満足度
正確でわかりやすく、すぐ実践できるアレ
ルギー疾患サイトが普及している

省庁の垣根を越えて国家課題としてアレ
ルギー対策を推進する仕組みがある

患者から見たアレルギー疾患対策
のあるべき姿（最終アウトカム）



患者から見たアレルギー疾患対策のあるべき姿（治療・研究分野）

個別指標 中間アウトカム 分野アウトカム

指標 指標 あるべき姿
・セカンドオピニオンの利用率 治療・研究分野　　　あるべき姿
・標準治療の全国普及率

・エビデンスのある治療の普及率
・正しい疾患サイトでの質問の増加

・医師との対話に関する患者満足度 アレルギー疾患死亡者ゼロ
・医師と患者の対話時間 アレルギー患者の治療満足度

・デジタル化により増えた情報・選択肢の数
・施設間共有できる医療データを活用している施設数

・患者から情報アクセス可能な治験数
・情報確認（いなかもち）の浸透度

・情報の管理許諾を正しく患者が管理できるシステムを
・適切な情報管理を対外的に説明できる施設の数

・内科的療法の数
・外科的治療の数

・抗体医薬の地域別、所得別普及度 抗体医薬の普及度
・抗体医薬に対する補助金を出す自治体数 必要とする患者さんが安価に使える仕組みが

・免疫学的アプローチによる研究論文数
・腸内フローラに関する研究論文数

・世界的に認められているも日本では受けられ
ない治療数

世界で認められている先進的な治療法が
日本においても享受できている

診療科間で治療データを共有しながら治
療、投薬や患者の体質などの確認ができ

診療科間の医療データの共有度
医療データ共有に対する医師の肯定感

オンライン診療が身近にアクセスできる安
心感のある医療になっている

受診行動における患者の安心度

効果と安全性が確認できた抗体医薬をよ
り多くの患者さんが使えるようになってい

・標準治療の好奏率 標準治療により症状が改善している

医療のイノベーションを享受しつつ、エビ
デンスに基づく適切な治療を選択し、症
状を改善している

・根拠の不確かな治療を謳う病院数 エビデンスのない治療が淘汰されている

・アレルギー治療に対する満足度 患者と医師が治療方針を議論している

・治療選択肢を充分比較したうえでの意思決定
率

患者が情報を充分に得たうえで治療に関
する意思決定をしている

・根治に繋がる研究論文が出始めている 完全寛解への治療法が研究されている



患者から見たアレルギー疾患対策のあるべき姿（地域保健医療分野）

・地域アレルギー協議会の開催状況 地域保険医療分野
・地域連絡パス構築・患者紹介率

・アレルギー連絡協議会の有無・患者参画率 ・治療において職域間連携が取られている
・地域での患者ネットワークの稼働率 ・地域全体でアレルギー患者がケアされている

・地域でアレルギー疾患が正しい診断率
・診療科を跨いで治療計画が共有

・緊急受診の受入れ態勢が整備
・在宅医療でのアレルギー治療の実施率

・教育委員会での研修実施率
・学校生活指導管理表（アレルギー疾患用）の活用度

・乳幼児検診時のアレルギー検査実施率
・アレルギーに関する保険指導の実施度

遠隔地の患者が得られる医療機会の量
患者情報のデジタル化により疾病を複合的に対応でき

オンライン診療により受診する離島・遠隔地患者の数
デジタルで構築された医療ネットワークの数

・食品表示や外食アレルギー表示の実施
・地域で花粉の飛散状況が判る仕組み

・支援制度の有無・活用度
・アレルギー疾患対策医療保険の有無

居住地においてオンライン診療を実施している
医療機関の数

・教育関係者への教育が充実してる
教育関係者がアレルギーケアを重視して
いる

・アレルギーを重症化させる人が減る
・均てん化（全国津々浦々で最善な治療
が受けられる状況にする事）に関する患
者満足度

・拠点病院と病院・診療所の連携の中で患者が
適切な治療にたどり着く割合

地域に即した拠点病院と病院・診療所連
携の仕組みが構築・活用されている

アレルギー疾患の予防・早期治療を含
めた医療提供体制が整備され、治療と
情報が均てん化されている

在宅を含めた地域包括ケアの中でアレル
ギー治療が認知され尊重されている

・乳幼児のアレルギー発症が減少している
乳幼児のアレルギーケアが重視されてい
る

・アレルゲンコントロールが全国で行われてる
適切なアレルゲンコントロールによりアレ
ルギー発症者が低下している

・公的・民間の費用支援制度がある
支援制度の活用により経済的負担が軽
減している

デジタル医療が一般的医療を支える一部
の位置づけになっている

デジタル医療をメリットと感じる患者数
（地域別、年代別）

オンライン診療が地域医療の重要な手段
として定着している

個別指標 中間アウトカム 分野アウトカム



患者から見たアレルギー疾患対策のあるべき姿（患者支援分野／社会啓発分野）

・情報を見分けるスキルを身につけている 患者支援分野
・治療選択における患者満足度

・患者の自己効力感が強い
・セルフマネジメントスキルの普及率

・患者会の交流会活動への参加者数 ・各地のアレルギー相談会参加者の満足度 患者・家族の機会損失ゼロ
・保健所等でのアレルギー相談担当者数 ・デジタル化に対する患者の不安度の解消度 患者のＱＯＬ満足度
・専門機関への紹介件数
・症状が出てから情報を得るまでの時間数
・データ管理できるアプリの数量

・各地のアレルギー情報サイトの充実度
・アレルギーのSMSネットワークの充実度

・各地での就学・就労支援体制の有無
・就労就労関係者の関係つくりが進展度

・学校等でのアレルギー疾患教育組込度 社会啓発分野
・地域・企業等での疾患啓発の進展度

・「ヘルスリテラシー」という言葉の認知度
・アレルギーの学校教・疾患啓発への組込

・メディア向け啓発セミナーの実施回数
・「アレルギー＝社会課題」啓発イベント数

・国のアレルギーのポータルサイトの有無
・国のアレルギーポータルサイト患者関与

・アレルギー研究・人材育成・教育組織数 ・国によるアレルギーの研究・人材育成・教育
・アレルギー研究、育成、教育の表彰数 ・患者代表が加わっているアレルギー疾患対策
・都道府県別の審議会への患者代表の参加度合い

・アレルギー患者のヘルスリテラシー活用率 正しい方法を選択し意思決定している

アレルギー患者（家族）が、症状を重症
化（状況を悪化）させずに、自分らしく主
体的に生きている

・アレルギー患者のセルフマネジメント技術活
用率

患者が自己管理できている

患者・家族の負担感が低減している

・情報サイトを活用した患者家族の満足度 患者・家族が快適に生活できている

・就学・就労したアレルギー患者の満足度 アレルギーの負担なく就労・就学している

人々がアレルギー疾患を克服すべき社
会課題として捉え、課題解決に取り組ん
でいる

・主体的な意識で医療を考えている国民の割合
社会全体でヘルスリテラシーの活用が進
んでいる

・アレルギー疾患の正しい知識が普及している アレルギー対策の必要性を理解している

・「アレルギー疾患＝社会課題」の認知度
「アレルギー疾患＝社会課題」という理解
が社会に浸透している

アレルギー疾患対策を喫緊の社会課題
と考える人の数

・アレルギー疾患サイト利用者の満足度
正確でわかりやすく、すぐ実践できるアレ
ルギー疾患サイトが普及している

省庁の垣根を越えて国家課題としてアレ
ルギー対策を推進する仕組みがある

個別指標 中間アウトカム 分野アウトカム



アレルギー疾患対策基本指針の改正点（2022年3月一部改正）に基
づき、47都道府県におけるアレルギー疾患対策推進計画及び第８次地
域医療保健計画が本年4月検討・策定され、また、2024年10月から長
期収載品が選定療養費制度の対象になる点などを受け、アレルギー疾患
患者が求めるアレルギー疾患の諸課題への取組について要望した。

第1期活動成果④

国会議員への要望書提出
（2024年6月）



国会議員宛要望書提出
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